



























































































































































	第3部 プレフィージビリティー調査
	第10章 各計画地点の地質
	10.4 Xe Namnoy地点

	第11章 環境影響および補償の予備調査
	目次
	11.1 概要
	11.2 環境影響
	11.2.1 人口、コミュニーケーション
	11.2.2 産業、経済
	11.2.3 土地利用
	11.2.4 水域利用
	11.2.5 社会資本
	11.2.6 交通
	11.2.7 保健状況等
	11.2.8 景観
	11.2.9 文化財等
	11.2.10 誘発地震
	11.2.11 斜面崩壊
	11.2.12 背水領域の堆砂
	11.2.13 下流河道および海岸地形への影響
	11.2.14 土壌浸食
	11.2.15 土壌汚染
	11.2.16 流域変更
	11.2.17 地下水への影響
	11.2.18 流況変化
	11.2.19 水温変化
	11.2.20 富栄養化、底質組成変化等
	11.2.21 濁水
	11.2.22.植物への影響
	11.2.23 動物への影響
	11.2.24 水生生物への影響
	11.2.25 大気汚染、騒音、振動等の発生
	11.2.26 小気候変化
	11.2.27 総合評価

	11.3 補償
	11.3.1 補償費の算定方針
	11.3.2 補償費算定の前提条件
	11.3.3 補償費の算定結果


	第12章 運用計画
	目次
	12.1 電源開発プログラムのレビューと検討
	12.1.1 ラオス国における電力開発計画の現状
	12.1.2 Se Kong川流域の水力開発計画の位置付け

	12.2 送電計画
	12.2.1 ラオス国の送電線拡張計画の現状
	12.2.2 Se Kong川の開発地点の送電線計画




